【短信：8.5講演会も大盛況、小出裕章さんが“もてる”理由？】

2011.8.12＋8.25
7.28朝日で、奇妙な記事を見つけました。
アナログテレビから大量に廃棄される「ブラウン管のガラスで放射線遮蔽（しゃへい）」というもので、２～５ｃｍに粉砕したガラス片５５ｃｍ厚で、粉末なら４０ｃｍで、鉛の板９ｃｍ厚相当の放射線９９％カットができたとのこと。すばらしいリサイクル！…と思ったら、何のことはない、ガラスは鉛を２５％含んでいるということで、４０ｃｍ×２５％＝１０ｃｍ鉛相当ですから、実験しなくても推定できる“当たり前”の結果です。
発表した物質・材料研究機構の原田氏によれば、多くは再利用のため輸出されるブラウン管廃棄物を「原発事故対策にもつながる可能性がある。輸出分を遮蔽材として活用すべきだ。」とのこと。でも、放射線遮蔽が必要となるのは、東海ＪＣＯ事故のように小区域から放射線が照射される場合や、原子炉内の機器や配管から放射線が出ている場合などに限られ、福島原発事故放射能による広域汚染に対しては無意味です（地表全てをブラウン管ガラス片で覆えば“安全”かもしれませんが、子供たちも遊べませんし、大人・老人だって転んだら大変です。犬や猫には靴が必要です！）。

このような“研究”に「原子力ムラ」のオコボレ予算を使うくらいなら、“真正面”から、高レベル放射性廃棄物のガラス固化に鉛入りガラスを再利用する研究をした方が有意義だと思います。
　8.10朝日は『原発「大本営発表」に報道は』と題して、‘東電・政府の事故情報のたれ流し’について一定程度の自己批判・検証をし、その中で「原発に批判的な小出裕章・京大原子炉実験所助教の談話が早い段階で紙面に掲載されており、多元的な見方を反映しようという姿勢もうかがえる」とのコメントが掲載されています。
筆者も、事故直後の原発推進側の“この期に及んで”のいい加減なコメントにウンザリし、たまに小出さんの解説に出会うと“ホッ”と一息ついたものですが、でもそれは、小出さんが「原発に批判的」だからでも、反原発側の「多元的な見方」を提供して“マスコミの中立性”を証明するバランス役を果たしているからでもありません。御用学者にはない“真正面から状況を見つめて発言する”真摯な姿勢・科学的洞察力を持っているからなのです。3.25に東電が短半減期の放射性物質「塩素３８」を検出したと発表しましたが（約１ヵ月後に撤回）、それを前提にすれば「再臨界が起きたとしか考えるしかない」と解説し、検出が誤報と判明した後は「再臨界が起こらなかったのは喜ばしいこと」（小出『原発はいらない』幻冬社ルネッサンス新書、2011）と冷静に感想を述べていますが、そのような一貫した姿勢が“もてる”理由（の一つ？）になっているのだと思います。
P.S.　インターネット情報（筆者は隔離されていますが）で、「乳酸菌で放射能退治！」というものがあるようですが（飯山一郎氏のＨＰ情報を元に？、どなたかがさらに加工して？ブログに載せたもののようですが）、「すでに１万人以上が試されている」という“未確認情報”を枕にして（信憑性を高め）、「米のとぎ汁から乳酸菌液を作る」方法や、その放射能退治能力について、縷々述べています。
高校生物で習った方も多いと思いますが、「乳酸発酵」（乳酸菌の働き）とは、酸素の不足する状態でブドウ糖（グルコース）から乳酸を作る働きのことで（Ｃ６Ｈ１２Ｏ６（ブドウ糖＝グルコース）→２Ｃ３Ｈ６Ｏ３（乳酸））、化学式から明らかなように「ガス」は決して発生しません（そうでないとヨーグルト容器は炭酸飲料容器同様の強度・密閉性が求められることになります）。お米（のとぎ汁）からガス（二酸化炭素）が発生する発酵と言えば、もちろん「どぶろく作り（アルコール発酵：Ｃ６Ｈ１２Ｏ６→２Ｃ２Ｈ５ＯＨ（エタノール）＋２ＣＯ２（炭酸ガス））」で、主役は「酵母（イースト菌）」に他なりません（筆者は、この情報を、“間違って”どぶろくができてしまった！という言い訳にするための、半ば冗談だと思いました。特に、「発酵中はペットボトルのフタを緩くする」に至っては、どぶろく作りの注意事項そのものです：…筆者が“聞いた話”ですが？？）。
乳酸菌ではなく、「酵母・アルコール」に放射能除去の効果がある（チェルノブイリ事故時にウォッカが良く売れたそうですが、根拠はありません。そうではなく、ビールの利尿作用で放射能の排出効果がある）ということなら、酒好きの筆者は否定しませんし、また、乳酸（菌）自体の効能として「ガン抑制作用・抗変異原性・抗腫瘍性」があるということなら、漬物やヨーグルトも好きな筆者としては敢えてそれら“物質（食品）”の摂取を否定しませんが、ただし、肺の中に入った放射性物質を痰として除去できるかどうかは疑問です（放射性物質の核種によって化学的性質が全く異なりますので、その違いや放射性の有無を乳酸（菌）がどうやって“見分ける”のか、筆者には全く理解できません。同位体の質量分離・濃縮は物理的に起こり得ますが）。
さらに、乳酸菌（や酢酸菌）はそもそも「光合成細菌」ではありませんし、光合成細菌が「放射能が大好き」「大好きだから放射能を浄化する」ということも聞いたことがありません（放射能は物理的半減期で減少するのを待つしかありませんし、特定の放射性物質を生体濃縮するなら、その生物自体が“放射性有害物”になるだけです）。また、乳酸菌は、放線菌や藍藻、コウジカビや納豆菌とは全く別の生物であり、顕微鏡でしか見えない「微生物」ということでは“仲間”と言えますが、たまたま「発酵（もしくは腐敗）」という代謝を行なう微生物を同列に扱うことは、目に見える「ヒト」と「ホヤ」を同類と言う以上の、主観的で乱暴な主張でしかありません。さらに、空中窒素を固定する「根瘤細菌」が紫外線や放射線のエネルギーを利用するという話（＊）も聴いたことがありませんし（土の中の根瘤では太陽からの紫外線を浴びられませんし、だからこそ窒素をアンモニアに変える際に発生する僅かな化学エネルギーで生きているのです）、それは「光合成（炭素固定）」とは全く異なる代謝で、もちろん根粒細菌は「光合成細菌」でも「発酵菌」でもありません。
　結局、良くできた「どぶろく」を飲んだり吸ったりすることは、有害ではない（むしろ好ましい？）と思いますが、放射能除去に効果があるかどうかは、全く分かりません。
＜＊インターネット情報は“なんでもあり”のようで、「チェルノブイリ原子炉壁から採取された細菌が放射線を利用していた」というものがあるようです（FOXNews.com：篠原修司氏の情報？）。その細菌は、昆虫・甲殻類以上の「動物」にしか存在しない「メラニン色素」で細胞表面を守っていたということで（本当ならそれ自体が“生物学上の画期的な大発見＝ノーベル賞もの”です）、放射線を吸収（利用）して成長していた、というものです。仮に、その「細菌」（現在の分類では「植物」とは完全に別種です）が光合成細菌の一種で（前述のように、光エネルギーを利用しない＝化学エネルギーを利用する細菌の方が多数ですが）、「メラニン色素」とも「葉緑素」とも異なる「バクテリオクロロフィル」の“未知”の一種を持っていたとしても、放射エネルギーを利用するにはその色素分子（の電子）が励起される必要がありますが、放射線の場合はエネルギーが高すぎて“電子を跳ね飛ばしてしまう（色素分子や酵素タンパク質の化学結合自体を破壊する）”可能性が大きく（だからこそ‘放射線は生物にとって危険’なのですが）、高放射線下でも生き残ることと（炉心熔融したスリーマイル原発の内部で大量の藻類が発生していたという話を筆者は聞いたことがありますが）、放射線を（同化に）利用することとは、厳密に区別する必要があります。　8.25追記＞

